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要 旨

第1章　育児不安および育児ストレ

ス研究の概観

私たちが現在置かれている社会は「ストレス

社会」と言っても過言ではないほどストレスに

囲まれている。さまざまなストレスが原因で心

身に支障をきたしてしまう人も多い。特に神経

症やうつ病,心身症や睡眠障害など心の病が増

加しており,ストレス-の対応の重要性が増し

ている(厚生労働省, 2005),

ここではそれらストレスの中でも子育て中の

母親が感じているストレスを取り上げていく。

多くの場合,子育てに従事しているのは母親で

ある。

母親にとって,育児は本来は楽しく,幸せな

ひと時が感じられるものであってほしいと願う

ところであるが,実際には,つらく大変なもの

であったり(服部・原田, 1991;大日向, 1988;

Gottfried&Gottfried, 1988) ,育児中に激しい

苛立ちを自覚したり,子どもは持たない方がよ

かったと思うことさえあるという思いを抱いて

いる母親も多い(佐々木, 1996)c　子育てをして

いる母親のほとんどが育児にストレスを感じて

いるのが現状である(日下部・坂野, 1999).

本論文においては,まず, 「育児不安」と「育

児ストレス」の定義を述べる。そして,周産期

という枠組みから,妊娠・出産の捉え方を解説

する。さらに,先行研究の概観として医学的知

見と心理学的知見を述べ, 「育児不安」や「育児

ストレス」研究の現状と問題点をまとめていく。

それらを受けて,第2章では,育児ストレス

と精神的健康との関連を,第3章では,完全主

義と合理的な育児行動との関連を,第4章で

は,完全主義とサポートとの関連を見ていく。

そして,第5章では,夫婦の関係性が母親の子

どもに対する思いに及ぼす影響を縦断調査で検

討していく。第6章では,それぞれの結果をま

とめ,育児不安や育児ストレス研究の新たな今

後の課題を導き出していく。
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第2章　母親の育児ストレスと精神的

健康との関連に関する研究

本章では,母親のもつ育児不安や育児ストレ

スについて,従来よりおこなわれている定量的

なアプローチではなく定性的なアプローチによ

りその内容の検討をおこない,精神的健康度と

の関連を探ることを目的とした。

子育てイベントに参加した1歳から3歳まで

の子どもを持つ母親55名を対象に育児不安や育

児ストレスに関するアンケート調査を実施し

た。実際に,母親が抱いている育児における不

安やストレスを自由記述により回答してもら

い,定性的な視点からの検討をおこなった。そ

して,それらに関連する精神的健康度の指標と

して自尊心,充実感を測定した。

結果は,育児ストレスは先行研究で明らかに

されているように,育児直接ストレスと育児関

連ストレスに分けられることがわかった。また,

育児直接ストレスのある群とない群との間に自

尊心と充実感の平均値に有意な差がみられた。

育児関連ストレスにおいては有意な差はみられ

なかった。

第3章　母親の育児における完全主

義傾向と合理的な家事・育
児行動の受容と実態に関す
る研究

本章では,母親の個人的要因の完全主義と合

理的な育児行動育児の受容と実態について検討

した。本来,母性を滴養するはずの育児という

営為が,昨今では母親のストレス要因に数えら

れている。この育児ストレスを軽減し,育児に

よる母性滴養を促すために, 「合理的な育児行

動」が提唱されている。しかし, 「合理的な育児

行動」または「手抜き」という言葉には一般的

な負のイメージも伴っており,その受容の程度

や行動の実態は母親間で個人差がある。そこ

で,合理的な育児行動に関連する心理学的評価
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項目として完全主義および脱・完全主義に着目

し,乳幼児の母親121人にアンケート調査をお

こなった。

その結果,完全主義傾向の母親は,育児スト

レスの程度に関係なく,合理的な育児行動をし

ないことがわかった。逆に,脱・完全主義的な

母親は,育児ストレスの高い時に合理的な育児

行動をすることがわかった。つまり,脱・完全

主義的な母親は,適宜合理的な育児行動をする

ことで,ストレス反応をコントロールすること

ができるのに対し,完全主義的な母親は合理的

な育児行動を受容しにくい分だけ,ストレス状

況に応じた柔軟な対応をしにくいと考えられ

る。

第4章　母親の育児ストレスに及ぼ

す完全主義傾向と周囲から

受容の関連に関する研究

本章では,完全主義に加え,効果的なサポー

トのひとつとして周囲からの受容を提案し,そ

の有効性を検討した。

近年,母親の育児ストレスが個人レベルから

社会問題-と広がりつつある。これに対し,情

緒的サポートなどのソーシャル・サポートが育

児ストレスを軽減し得ることが認識されてきて

いる。情緒的サポートのひとつである周囲から

の受容は母親のあるがままを認めるものであ

る。他のソーシャル・サポートがしばしば支援

と励ましを行うのに対し,周囲からの受容は励

ましよりも和らぎに重きを置いている。

この周囲からの受容の育児ストレスに対する

効果について,乳幼児の母親118人にアンケー

ト調査をおこなった。

その結果,脱・完全主的な母親ほど育児スト

レスも少なく,周囲からの受容による育児スト

レス軽減効果も大きいことがわかった。対照的

に,完全主義傾向の母親は多くの周囲からの受

容よりも中程度の周囲からの受容の方が効果的

であることがわかった。これにより,個々の母
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親の完全主義傾向の程度に応じて適切なレベル

の周囲からの受容を与えるべきであることが示

された。

第5章　夫婦の関わりが母親の子ど

もへの思いに及ぼす影響

一妊娠中から出産後にわた

る縦断調査から-

本章では,妊娠中から出産後にわたる縦断調

査から,夫婦の関係性が母親の子ども-の思い

に及ぼす影響を検討した。

育児は母親ひとりではおこなえるものではな

く,周囲の協力,特に核家族形態が多い現代に

おいては夫の協力が不可欠である。

本研究では,夫婦の関係性,夫や周囲からの

サポートが母親の状態不安,さらには子ども-

の思いにどのように影響を与えるのかを考え検

討をおこなうこととした。

両親学級-参加した,現在初めての子どもを

妊娠中の妻とその夫,ならびに知人より紹介を

受けた,初めての子どもを妊娠中の妻とその

夫,合計218組の夫婦に対してアンケート調査

をおこなった。

その結果,妻における妊娠中の夫婦親密性の

知覚が,夫からのサポートや夫からの受容およ

び同伴行動の知覚を高めるとともに,夫との葛

藤の知覚を低減する結果が示された。一方で,

夫からの通常のサポートではなく,夫からの受

容のみが,産後の妻の対児接近感情を高めるこ

とが示された。一般的なサポートではなく,秦

を受け容れるサポートが母親となった妻には効

果的であり,それが子ども-の思いにもよい影

響を及ぼしていることが示された。また,産後

の妻の状態不安を下げるのは,妊娠中からの夫

婦の親密性ということが確認され,夫からの受

容は直接的に状態不安の低減には影響を与えて

いなかった。

第6章　総合者察

本章では,第2章から第5章までをまとめ,

母親の「育児不安」や「育児ストレス」を含む

精神的健康についての個人的要因と対人的要因

の両側面から有効な手段の検討をおこなった。

第2章から第4章の結果から, 「育児不安」や

「育児ストレス」に関しては,より具体的な指

導の必要性と個人的要因の違いによる対応の必

要性,周囲からの受容の重要性が明らかになっ

た。第5章の結果から,子育てには夫婦親密性

が重要であり,産前教育の必要性が示された。

さらに,子育てを語る前に女性のライフサイク

ルに触れ生物学的な側面から子育ての時期を見

てみた。また,これまでおこなってきた研究か

ら実際に臨床の場面ではどのように活かされて

いくべきか考察した。また,本論文の限界を述

べ,それらを踏まえながら今後の課題として検

討していくことは何かを示した。
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